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Ⅴ 特別支援教育の推進
「平成２８年度特別支援教育取組の方向」の冒頭に「障がいのある者とない者が共に

支え合う共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のために、すべての

学校等において特別支援教育の一層の推進を図る。学校においては、校長を中心に障が

いのある幼児児童生徒の能力や可能性を最大限に伸ばし自立や社会参加することができ

、 。」るよう 一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援の充実に努める

と示されています。本年度は、特別支援教育に関する校内研修が２回以上実施された学

校が、約７８％に上ります。今後も研修等の充実を図っていただき、支援を要する児童

生徒の実態に対応した、特別支援教育の更なる推進をお願いします。

【 インクルーシブ教育システムの実現に向けた合理的配慮の提供」から】(1)「合理的配慮」の提供 「

「障害を理由とする差別の

解消の推進に関する法律」

の施行により、障がいを理

由とする差別が禁止されま

した。具体的には 「不当な、

差別的取扱いの禁止 合」、「

理的配慮を提供しないこと

の禁止」の２種類です。

この２つの中で 「合理的、

配慮を提供しないことの禁

止」に関して、学校現場で

提供する合理的配慮の決定

について説明します。

合理的配慮の決定におい

ては、実態把握と対話によ

る合意形成が必要です。本

人・保護者から「～してほ

しい」旨の意思の表明がな

された場合、校内委員会で

合理的配慮の提供を検討し

ます。その際に 「どうすれ、

ば十分に学ぶことができる

か」や「過度な負担にあた

らないか」等に留意するこ

とになります。本人・保護

者から意思の表明がない場

合でも、建設的な対話を踏

まえた適切な配慮を学校から提案します。

次に、合意形成がなされた場合、合理的配慮を、個別の教育支援計画に記載し、その

提供を行います。その後、この合理的配慮を、ＰＤＣＡサイクルの中で「十分に学べて

いるか」という視点で評価・見直しを行います。そして、進級・進学時には確実に引継

ぎを行い、切れ目のない連続した支援の積み重ねを行っていきます。

この合理的配慮については、国立特別支援教育総合研究所のホームページの「インク
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ルーシブ教育システム構築支援データベース」に豊富な事例が紹介されていますので、

【国立特別支援教育総合研究所ホームページ】活用をお願いします。

【個別の教育支援計画(新様式)】(2) 「合理的配慮」の記載と引継ぎ

「合理的配慮」は、その内容を個別の教育支援計

画に明記することが重要です。本県が提示した個別

の教育支援計画の新様式には「合理的配慮の提供」

を記載する欄が設けられています。今後新たに作成

する場合は 「新様式」での作成を 「旧様式」を活、 、

、 「 」用される場合は 個別の教育支援計画に 合理的配慮

の追加記入をお願いします。

(3) 個別の教育支援計画・個別の指導計画の引継ぎ

個別の教育支援計画及び同計画等による個別の指

導計画の作成と引継ぎが重要です。今後も、就学、

進級進学等に伴う環境の変化や環境への不適応を最

小限に抑えるためにも、対象児童生徒の学びやすく

過ごしやすい学習環境について、引き継ぐ必要があ

ります。また、途切れることなく支援を行うことが

できるよう、次年度１学期分の個別の指導計画を作

成しておくと、支援に空白が生じません。

教育課程において 「教科等を合わせた指、

導」を設定できるのは 「知的障がい学級」、

と 知的障がいを併せ有する学級 です 知「 」 。「

的障がい学級」の場合は、学級名から知的

障がいであることが分かりますが 「知的障、

がいを併せ有する学級」はそれが分かりま

せん。

そこで 学校経営案の特別支援学級の 教、 「

育課程」に「特別支援学校知的障害学級の

教育課程を参考にした」の記載が必要にな

ります。必ず自校の状況を御確認のうえ、

対応をお願いします。


